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病虫害は少ない。 

葉が枝先に束生するようにつくので、枝

抜き剪定にて枝の分岐する箇所で切除す

る。落葉時期に枝の混み具合を確認しな

がら剪定するとよい。 

実生からよく芽を出す丈夫な樹で管理の

手間はかからない。半日陰の場所にも適

応しよく繁茂する。庭木としては、葉の

細いホソバイヌビワが好まれる。秋の黄

葉が映えるよう配植するとよい。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

樹名に‘ビワ’が付くがクワ科の植物。果実は小さ

なビワに似るが味が劣ることから‘イヌ’がつく。 

Memo 

関東地方以西の暖地に自生する雌雄異株の落葉

樹。沿海部にもよく自生し潮風に強い。雌雄と

もにイチジク状の果実をつけ、雌の果実は甘く

食べることができる。葉の基部がハート形をし

ているのが特徴で、秋に黄葉するとよく目立つ。

また、葉の細いホソバイヌビワもある。 

生長：やや速い、雌雄異株 特 記 

クワ科（APGⅢ） 科 名 

落葉／中高木／木本植物／在来種 

イヌビワ [ 犬枇杷 ]  

／ホソバイヌビワ  

イシガケチョウ・ツマムラサキマダラ 

マルバネルリマダラ 

メジロ・ルリカケス・オナガ 

https://5honnoki.jp/sp/detail/butterfly/id/4
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/22
https://5honnoki.jp/sp/detail/bird/id/5

